
令和５年度第２９回中国高等学校なぎなた選手権大会実施要項 
 
 
主  催   中国高等学校体育連盟 島根県教育委員会 島根県高等学校体育連盟 中国なぎなた連盟 
後  援   （公財）島根県スポーツ協会  出雲市  出雲市教育委員会   
主  管   中国高等学校体育連盟なぎなた専門部    

島根県高等学校体育連盟なぎなた専門部  島根県なぎなた連盟    
 
１．期日および会場                ※鳥取産業体育館も候補として検討中 

（１）会 場  斐川町立第一体育館 ※校長先生（専門部長）承諾済…  
（２）開会式  令和５年６月１７日（土） １０時００分～  
（３）競 技  令和５年６月１７日（土） １０時３０分～  
（４）閉会式  令和５年６月１７日（土） １６時１０分～ ※開会式・閉会式？行うか？ 開始宣言？ 

 
２．競技日程  ※新型コロナウイルス感染症等の感染状況により、時間や内容等を変更する場合もある。 

期  日 時  間 内  容 場  所 

令和５年 
６月１７日（土） 

１０：３０～１１：３０ 演 技（１回戦～決勝まで） 
斐川町立第一体育館 

〒699-0502 
出雲市荘原 2876 番地 3 
℡0853-72-8809 
※注意 大会当日の連絡先 

℡090-7549-4675（井上） 

１１：３０～１１：５０ 男子個人試合（決勝戦まで） 

１１：５０～１２：５０ 女子個人試合（１回戦～２回戦まで） 

１３：３０～１４：２０ 女子個人試合（３回戦～決勝戦まで） 

１４：２０～１５：５０ 団体試合（予選ﾘｰｸﾞ・決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ） 

※注意 大会当日の電話対応は行っておりません。緊急の場合は島根県専門委員長（井上）まで連絡してください。 

 

３．競技規則 
（公財）全日本なぎなた連盟の「競技規定，審判規定」及び「（公財）全国高体連なぎなた専門部申し合わせ 
事項」による。 

 
４．競技方法     ※団体試合→早く行うため、リーグ無し、トーナメントのみでは？ 

（１）団体試合はＡ・Ｂ２ブロックにわかれリーグ形式で行い、それぞれ上位２チームが決勝トーナメントを 
行う（３位決定戦を行う）、（３位決定戦を行う？）  

（２）個人試合は、トーナメント形式で行う（３位決定戦は行わない）、 
（３）演技試合はトーナメント形式により、指定された「しかけ応じ」（２本目、３本目、５本目）を旗形式 

で行う。（３位決定戦は行わない？）          ※年度によって異なる？ 
（４）試合時間は次のとおりとする。 

団体試合：３分、延長なしで引き分けをとる。勝者数、勝本数とも同数の場合は代表者戦１本勝負

で決する。その場合の試合時間は３分、延長２分１回にて判定により決する。ただし、決

勝戦は勝負の決するまで延長２分を繰り返す。リーグ戦において、団体の勝者数、勝本数

とも同数の場合はもう一度リーグ戦を行う。２チーム同数の場合は、直接対決を行う。 
個人試合：３分、延長２分１回にて判定とする。ただし、優勝戦は勝敗の決するまで延長２分を繰

り返す。  
（５）団体試合、個人試合、演技ともに選手の変更は原則として認められない。但し、傷病などやむを得ない 

事情が生じた場合は、所定の用紙と診断書に理由を付して、監督会議までに大会実行委員会へ提出した 
場合に限り認めることもある。また、団体試合は競技委員長の承諾を得て補欠選手の出場を認める。 

（６）その他詳細については、監督会議において決定する。 



５．参加資格 
（１）選手は、学校教育法第 1 条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒である 

こと。 
（２）選手は各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、本競技実施要項により参加資格を得たものに限る。 
（３）平成１６年４月２日以降に生まれたものとする。但し、出場は同一競技３回までとし、同一学年での 

出場は１回限りとする。 
  （４）チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（５）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる参加を認める。 
（６）転校・転籍後６ヶ月未満の者は参加を認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。但し、一家転住など 

やむを得ない場合は、各県高等学校体育連盟会長の許可があれば、この限りではない。 
（７）出場選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 
（８）参加資格の特例 

学校教育法第１条に規定する以外の学校の参加については、中国高等学校選手権大会開催基準要項の 
とおりとする。 
 

６．参加制限 
（１）団体試合   各県１校１チーム（但し、開催県は２校２チームまで参加可） 

（１チーム：監督１名、選手５名、補欠１名） 
（２）個人試合   各県女子８名、男子８名  
（３）演●●技   各県８チーム（監督１名、選手２名） 
 

７．参加申込 
（１）申込書類  参加申込書 

  （２）申込方法  所定の用紙（様式１・２・３）に必要事項を記入し、大会負担金の振込用紙の写しを 
同封の上、下記の申込先へ申し込むこと。 

  （３）申込先   〒６９３－００７３ 島根県出雲市西林木町３番地 
出雲北陵高等学校  井上 美代 宛 

Tel  ０８５３－２１－１８７１ 
Fax  ０８５３－２１－８２８０  
 

（４）申込締切日 令和５年６月７日（水） 必着 
 
８．大会負担金 

（１）大会負担金  団体試合 １チーム   １６，０００円 
個人試合 １名      １，７００円 
演  技 １チーム    ３，４００円 

（２）送金方法   下記口座に、参加人数分を学校毎に振込んでください。 

島根県農業協同組合 出雲支店    普通   ００３５５６９ 

 島根県高等学校体育連盟なぎなた専門部  部長  水谷 厚志 

※振込用紙の写しを、参加申込書に添付のこと。  

 
９．表 彰 

（１）団体試合   １～３位までのチームを表彰する。 
（２）個人試合   １～３位までの選手を表彰する。 ※３位決定戦は行わない 
（３）演技試合   １～３位までのチームを表彰する。 ※賞状、盾等 業者者選定・依頼の必要あり  



１０．宿泊・弁当申込  ア．宿泊について 
各自で希望する宿泊先に直接連絡し申し込みを行う（電話・ＦＡＸ・メール・ＨＰ等

自由）。宿泊料金およびキャンセル料金等については、すべての宿泊先の料金設定に従

うこと。 
イ．弁当の斡旋について 
 ＠７００円（税込）で紹介をする。 ※別途申込参照 

                              ※県観光コンベンションビューローへ連絡 

１１．組み合わせ 団体試合、個人試合、演技競技すべて任意抽選とする。 
 
１２．諸会議  ※新型コロナウイルス感染症等の感染状況により、会議の日時等を変更する場合もある。 

会 議 名 日     時 場  所 

諸 会 議 
令和５年６月１６日（金）１６：００～ 斐川町立第一体育館 

〒699-0502 
出雲市荘原 2876 番地 3 
℡0853-72-8809 
※注意 大会当日の連絡先 

℡090-7549-4675（井上） 

※監督会議資料は事前送付いたします 

審 判 会 議 令和５年６月１７日（土）９：２０～ 

競 技 役 員 会 議 令和５年６月１７日（土）９：００～ 

   

１３．練習会場  

６／１６（金）斐川第一体育館 １５：００～１７：００（前日練習） 

６／１７（土）斐川第一体育館 ８：３０頃開館予定 ※武道館予約済 鳥取西高の施設予約はこれから 

 
１４．連絡事項 

（１）試合選手は、垂れに黒または紺の地に白で、上部に校名（横書き）を、中央に姓（縦書き）を記した 
ゼッケンを付けること。また、演技選手は稽古着左胸に横８㎝ 縦１３㎝の白地に黒書きで、上部に校名 

（横書き）を、中央に姓（縦書き）を記したゼッケンを付けること。 

（２）たすきは各校で準備すること。 

（３）引率責任者は、選手のすべての行動に対して責任を負うものとする。 
（４）監督の服装は、各校ユニホームまたは監督にふさわしい服装とする。 
（５）各校の監督及び引率責任者には、競技役員を委嘱する場合がある。 
（６）医療救護については、競技中の疾病、傷病等の応急処置は主催者側において行うが、その後の責任は、   
   一切負わない。※本県（本校）が主催であるため、養護教諭が必要では？依頼？（文書依頼？） 
（７）「健康保険証」（コピー等は不可）を持参すること。 ※医療機関依頼未定 養護教諭？はどうすればよ

い？（８）原則として、開・閉会式は全員参加すること。  
 
１５．新型コロナウイルス感染症など、感染拡大防止について  ※医療関係者がない場合は、専門部対応 
  （１）新型コロナウイルスなど、感染症拡大防止のため（公財）全日本なぎなた連盟が提示した「行事（活動） 

再開に向けた感染拡大防止ガイドライン」および島根県高等学校体育連盟なぎなた専門部の「大会運 

営における感染予防の具体策（ガイドライン）」を遵守すること。 

  （２）新型コロナウイルスなど、感染状況に応じて開催直前または開催中でも大会行事の急な中止もありうる。 

 
１６．選抜大会ブロック推薦出場枠について 

第１９回全国高等学校なぎなた選抜大会で、ブロック代表として団体１チームの出場枠が与えられる。 
選出方法については中国５県委員長会議の申し合わせによる。 
 
 
 


